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開場　１４:３０
開演　１５:００ 
(２ステージ入替無 ) (1drink=６００～ ) 

MC=３３００＋２drinks order

さがゆき 

東京出身。5 才にして歌手になることを決意。一切のジャンルを超え
た言葉を伴う”うた”を歌う歌手であると同時に言葉の伴わない”声”
を楽器としたフリーキーで幻想的な”完全即興”を歌う稀有な存在と
してフランス、ドイツ、オランダ、インド、シンガポール、韓国、ア
メリカ、中国…世界中から招かれ、フェスティバル等に数多く出演。
完全即興ワークショップも定期的に20数年間行っている。様々なアー
トにも自在に出入りし、共演者も中村八大 (p). 富樫雅彦 (perc). 高橋
悠治 (P). 沢井一恵 ( 箏 ). 金大煥 (perc). 姜泰煥 (sax). 鬼怒無月 (g). 加
藤崇之 (g). 内橋和久 (g). 渋谷毅 (p). 林栄一 (sax). 潮先郁男 (g). Elliott 
Sharp(multi). Anil Eraslan(cello) . 大野一雄 ( 舞踏 ). 白石かずこ ( 詩
人 ). 谷川俊太郎 ( 詩人 ) .HeinzGeisser(ds)…等とボーダレス。映画音
楽の制作も行う。アルバム多数。参加ユニット多数。スィングジャズ
から現代音楽、プログレッシブ・ロック、ブラジル音楽、即興音楽、
クラシック、ファド、昭和歌謡…etc. を自分の世界にまで深めて歌う、
その自在で多岐な活動は世界に類を見ない。年間約 150 本以上のコン
サートを行う。

喜多直毅
国立音楽大学卒業後、渡英し作編曲を学ぶ。その後アルゼンチン
にてタンゴヴァイオリン奏者のフェルナンド・スアレス・パスに
師事。タンゴからプログレッシヴロック、アラブ音楽、フリージャ
ズなどに演奏分野を拡大し、近年は即興演奏やオリジナル楽曲を
中心とした演奏活動を行っている。2011 年よりメインプロジェク
トとして喜多直毅クアルテットを開始。出自であるタンゴと様々
な音楽の融合による独自の世界を創り出している。黒田京子との
デュオでは、即興性を重視したユニークな編曲で映画音楽・昭和
歌謡・オリジナル作品を演奏している。即興演奏を中心とする齋
藤徹（故人）の企画へも多数参加。日本や韓国の伝統音楽奏者と
の共演（久田舜一郎、沢井一恵、他）、コンテンポラリーダンス作
品への参加では国内のみならず欧州での演奏活動も多い。翠川敬
基、田中信正、西嶋徹とのデュオも頻繁に行う。また作家・高樹
のぶ子の朗読舞台ではヴァイオリンと作曲を担当している。ソン
グライターとしては上條恒彦へ楽曲を提供。我が国に於いて最も
先鋭的な活動を行うヴァイオリニストの一人である。

voice, etc.violin
喜多直毅 　さがゆき


